土曜. 日曜で ない ので、 食堂 は 寧ろ がら あきで あつ 

た。 我々 のと ころから 斜 彼方に、 一組 英国人の 家族が 

静に 食事して いる。 あと 二三 組 隅々 に 散らばって 見え 

るぎ り だ。 涼しい 夏の 夜 を 白 服の 給仕が、 食器棚の 鏡 

に メロンが 映って いる 前に、 閑散そう に 佇んで いる。 

「 ！ 寂しい わね、 ホテル も、 これで は」 

「 —— 第 一 、 これが」 

友達 は、 自分の 前に ある 皿 を 眼で 示した。 

「ちっとも 美味しく あり やしない。 —— 滑稽 だな、 

遙々 第一 公式で 出かけて 来て、 こんな もの を 食べさせ 

られ るん じゃあ」 



「だって …… 氷の 中の は 三鞭酒よ。 —— 十 人の 中 九 人 

まで、 若し かすれば 十 人が 十 人、 細君と 夕飯 を 食べる 

からって 三鞭酒 を 気張り や あしない ことよ」 

水色 格子 服の 女性 は、 若い 女の ように 小指 を びんと 

シャンペン. グラス プロ ウジ ッ ト 

伸して 三鞭酒 盞を 摘み あげた。 男 も。 乾杯。 

三鞭酒 は、 気分に 於て、 我々 の 卓子にまで 配られた。 

少し 晴々 し、 頻りに 談笑す るう ちに、 私 は 謂わば 活動 

写真 的な 一 場面 を 見と めた。 事実 黄金色の 軽快な アル 

コ オルが 体内に 流れ込ん だの だから、 隣の 食卓の 一組 

は 食堂に 来た 時より 一 層 若 やぎ 恍惚と して 来たらし い。 

男 は 今、 つれの 婦人の むきだしの 腕 を 絶えず 優しく 撫 
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